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○
教
育
委
員
会
規
則

　

大
分
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大　

分　

県　

教　

育　

委　

員　

会　

大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号

　
　
　
大
分
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

三
恵
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

　

大
分
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
一
項
の
表
の
義
務
教
育
課
の
項
中
「
、
夜
間
中
学
開
校
準
備
班
」
を
削
る
。

　

第
八
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
市
町
村
立
学
校
」
の
下
に
「
及
び
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
」
を
加
え
、

同
条
第
十
二
号
中
「
県
立
夜
間
中
学
」
を
「
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
の
生
徒
の
募
集
」
に
改
め
、
同
号
を
同

条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
中
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

　

六　

県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
の
教
科
用
図
書
そ
の
他
の
教
材
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
九
条
中
「
県
立
中
学
校
」
を
「
県
立
大
分
豊
府
中
学
校
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
立
中
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大　

分　

県　

教　

育　

委　

員　

会　

大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
三
号

　
　
　
大
分
県
立
中
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
立
中
学
校
学
則
（
平
成
十
八
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

目
次
中
「
転
学
等
」
を
「
転
学
、
休
学
等
」
に
、
「
入
学
選
抜
手
数
料
」
を
「
入
学
者
選
抜
手
数
料
」
に

改
め
る
。

　

第
二
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

名　
　
　

称

定　
　
　
　
　
　
　

員

第
一
学
年

第
二
学
年

第
三
学
年

計

大
分
県
立
大
分
豊
府
中
学
校

一
二
○
人

一
二
○
人

一
二
○
人

三
六
○
人

大
分
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校

　
　
　

―

　
　
　

―

　
　
　

―

　
　
　

―

　

備
考　

大
分
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
の
生
徒
の
定
員
は
、
定
め
な
い
も
の
と
す
る
。

　

「
第
五
章　

入
学
、
退
学
、
転
学
等
」
を
「
第
五
章　

入
学
、
退
学
、
転
学
、
休
学
等
」
に
改
め
る
。

　

第
十
二
条
中
「
保
護
者
」
の
下
に
「
（
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
が
成
年
者
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
。
以

（
教
育
委
規
則
）



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

二

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「
第
二
号
様
式
」
の
下
に
「
又
は
第
二
号
様
式
の
二
」
を
加
え
、
同

条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　
　

た
だ
し
、
大
分
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
の
保
護
者
は
、
住
民
票
記
載
事
項
証

　

明
書
の
提
出
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　

第
十
四
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

　

（
休
学
）

第
十
四
条
の
二　

病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
三
月
以
上
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
ず
休
学
を
し

　

よ
う
と
す
る
大
分
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
の
生
徒
（
生
徒
が
入
学
を
許
可
さ
れ
た
時
に
未
成
年
者
で
あ
る

　

場
合
は
、
そ
の
保
護
者
。
第
四
項
及
び
次
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
休
学
願
（
第

　

四
号
様
式
）
に
医
師
の
診
断
書
等
そ
の
事
由
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

い
。

２　

校
長
は
、
前
項
の
事
由
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
休
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

休
学
の
期
間
は
、
三
月
以
上
一
年
以
内
と
す
る
。

４　

校
長
は
、
引
き
続
き
休
学
を
し
よ
う
と
す
る
生
徒
が
第
一
項
に
定
め
る
手
続
を
行
っ
た
と
き
は
、
前
項

　

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
休
学
を
通
算
し
て
二
年
以
内
の
期
間
を
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５　

校
長
は
、
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休
学
の
期
間
を
通
算
し
て
二
年
を

　

超
え
て
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６　

校
長
は
、
前
三
項
に
定
め
る
休
学
の
期
間
が
満
了
し
、
な
お
復
学
で
き
な
い
生
徒
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

　

を
除
籍
す
る
も
の
と
す
る
。

　

（
休
学
の
取
消
し
）

第
十
四
条
の
三　

休
学
の
許
可
を
受
け
た
後
三
月
以
内
に
そ
の
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
生
徒
は
、
休
学

　

取
消
願
（
第
五
号
様
式
）
に
医
師
の
診
断
書
等
そ
の
事
由
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
校
長
に
提
出
し
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

校
長
は
、
前
項
の
事
由
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
休
学
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
復
学
）

第
十
四
条
の
四　

休
学
中
の
者
で
、
休
学
の
事
由
が
消
滅
し
、
復
学
を
し
よ
う
と
す
る
生
徒
は
、
復
学
願

　

（
第
六
号
様
式
）
に
医
師
の
診
断
書
等
そ
の
事
由
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
。

２　

校
長
は
、
前
項
の
事
由
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
復
学
を
許
可
す
る
も
の
と
す
る
。

　

第
十
五
条
第
一
項
中
「
の
保
護
者
」
を
削
り
、
「
第
四
号
様
式
」
を
「
第
七
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
前
項
の
」
の
下
に
「
退
学
願
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
」
を
加
え
る
。

　

第
十
六
条
中
「
伝
染
病
」
を
「
感
染
症
」
に
改
め
る
。

　

第
二
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

（
教
育
委
規
則
）



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

三

（
教
育
委
規
則
）

　

第
四
号
様
式
中
「第

４
号
様
式

」
を
「第

７
号
様
式

」
に
、
「退

学
さ
せ
た
い

」
を
「退

学
し
た
い

（さ
せ
た
い

）
」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
七
号
様
式
と
し
、
第
三
号
様
式
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。

第
２
号
様
式
の
２
（
第
１
２
条
関
係
）



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

四

（
教
育
委
規
則
）

第
４
号
様
式
（
第
１
４
条
の
２
関
係
）

第
５
号
様
式
（
第
１
４
条
の
３
関
係
）



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

五

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
人
事
委
員
会
規
則

　

給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

和　
　
　

田　
　
　

久　
　
　

継　

大
分
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
号

　
　
　
給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
分
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
勤
務
す
る
」
の
下
に
「
校
長
、
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

通
勤
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

和　
　
　

田　
　
　

久　
　
　

継　

大
分
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
一
号

　
　
　
通
勤
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

通
勤
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
大
分
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
五
条
の
三
第
二
項
第
二
号
中
「
育
児
休
業
を
し
」
の
下
に
「
、
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規

定
す
る
部
分
休
業
（
一
日
の
勤
務
時
間
の
全
部
に
つ
い
て
勤
務
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合
の
も
の
に
限

る
。
）
に
よ
り
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
公
安
委
員
会
規
則

（
教
育
委
規
則
・
人
事
委
規
則
・
公
安
委
規
則
）

第
６
号
様
式
（
第
１
４
条
の
４
関
係
）

　
交
番
等
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

六

大
分
県
報
号
外
（
公
安
委
規
則
・
企
業
局
管
理
規
程
・
警
察
本
部
告
示
・
教
育

　
　
　
　
　
　
　

委
訓
令
甲
）

　
　
令
和
７
年
９
月
30日

大
分
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
　
久
　
　
　
家
　
　
　
里
　
　
　
三
　

大
分
県
公
安
委
員
会
規
則
第
10号

　
　
　
交
番
等
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
交
番
等
の
設
置
に
関
す
る
規
則
（
平
成
６
年
大
分
県
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　
別
表
第
１
の
大
分
中
央
警
察
署
の
部
の
津
留
交
番
の
項
中
「
、
西
の
洲
」
を
削
り
、
同
部
の
明
野
交
番
の

項
中
「
明
野
高
尾
４
丁
目
」
の
次
に
「
、
明
野
高
城
１
丁
目
、
明
野
高
城
２
丁
目
、
高
城
台
１
丁
目
、
高
城

台
２
丁
目
、
高
城
台
３
丁
目
、
高
城
台
４
丁
目
」
を
加
え
、
同
部
の
高
城
交
番
の
項
中
「
乙
津
港
町
１
丁
目

の
一
部
」
の
次
に
「
、
西
ノ
洲
」
を
加
え
、
同
表
の
大
分
南
警
察
署
の
部
の
敷
戸
交
番
の
項
中
「
ふ
じ
が
丘

山
手
３
丁
目
」
の
次
に
「
、
光
吉
新
町
１
丁
目
、
光
吉
新
町
２
丁
目
、
光
吉
新
町
３
丁
目
、
光
吉
新
町
４
丁

目
、
光
吉
台
１
丁
目
、
光
吉
台
２
丁
目
、
光
吉
台
３
丁
目
」
を
加
え
、
同
表
の
別
府
警
察
署
の
部
の
南
部
交

番
の
項
中
「
山
の
手
町
」
の
次
に
「
、
山
の
手
新
町
」
を
加
え
、
同
部
の
山
の
手
交
番
の
項
中
「
鶴
見
園

町
」
の
次
に
「
、
鶴
見
１
丁
目
、
鶴
見
２
丁
目
、
鶴
見
３
丁
目
、
鶴
見
４
丁
目
、
荘
園
町
、
扇
山
１
丁
目
、

扇
山
２
丁
目
、
扇
山
３
丁
目
、
扇
山
４
丁
目
、
扇
山
５
丁
目
、
扇
山
６
丁
目
、
扇
山
７
丁
目
、
南
立
石
中
津

留
町
、
南
立
石
公
園
町
、
南
立
石
生
目
町
、
堀
田
町
、
南
立
石
八
幡
町
、
実
相
寺
町
、
観
海
寺
町
、
南
立
石

本
町
」
を
加
え
、
同
部
の
鉄
輪
交
番
の
項
中
「
小
倉
町
」
の
次
に
「
、
大
畑
町
、
竹
の
内
町
、
新
別
府
町
」

を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
令
和
７
年
11月
８
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
１
の
別
府
警
察
署
の
部
の
改
正

規
定
は
、
令
和
８
年
１
月
10日
か
ら
施
行
す
る
。

○
企
業
局
管
理
規
程

　

大
分
県
企
業
局
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
企
業
局
長　
　

渡　
　
　

辺　
　
　

淳　
　
　

一　

大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
八
号

　
　
　
大
分
県
企
業
局
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

　

大
分
県
企
業
局
文
書
管
理
規
程
（
平
成
二
十
一
年
大
分
県
企
業
局
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
七
十
条
の
二
中
「
大
分
県
総
務
部
行
政
企
画
課
電
子
自
治
体
推
進
室
長
」
を
「
大
分
県
総
務
部
デ
ジ
タ

ル
政
策
課
長
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
程
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
大
分
県
企
業
局
文
書
管
理
規
程
の
規
定
は
、
令
和
七

年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

○
警
察
本
部
告
示

○
教
育
委
員
会
訓
令
甲

大
分
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
三
号

教　
　

育　
　

庁　

教　

育　

機　

関　

　

大
分
県
教
育
委
員
会
文
書
管
理
規
程
（
平
成
二
十
一
年
大
分
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大　

分　

県　

教　

育　

委　

員　

会　

　

別
表
第
一
中
「

」
を
「

」
に
改

大
分
豊
府
中
学
校

大
豊
中

大
分
豊
府
中
学
校

学
び
ヶ
丘
中
学
校

大
豊
中

学
中　

め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
警
察
本
部
告
示
第
40号

　
大
分
県
警
察
本
部
情
報
公
開
等
窓
口
設
置
運
営
要
綱
（
平
成
14年
大
分
県
警
察
本
部
告
示
第
２
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
令
和
７
年
９
月
30日

大
分
県
警
察
本
部
長
　
　
幡
　
　
　
野
　
　
　
　
　
　
　
徹
　

　
第
４
条
中
「
午
前
９
時
30分

」
を
「
午
前
９
時
」
に
、
「
午
後
５
時
30分

」
を
「
午
後
４
時
」
に
改
め

る
。
　
　
　
附
　
則

　
こ
の
告
示
は
、
令
和
７
年
10月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

七

○
警
察
本
部
訓
令

（
警
察
本
部
訓
令
）

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
26号

警
　
察
　
本
　
部
　

警
　
察
　
学
　
校
　

警
　
　
察
　
　
署
　

　
警
察
官
の
服
制
に
関
す
る
規
程
（
平
成
７
年
大
分
県
警
察
本
部
訓
令
甲
第
９
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　
　
令
和
７
年
９
月
30日

大
分
県
警
察
本
部
長
　
幡
　
野
　
　
　
徹
　

　
第
３
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
３
条
　
削
除

　
第
13条
第
１
号
中
「
科
学
捜
査
研
究
所
」
の
次
に
「
、
交
通
企
画
課
、
交
通
指
導
課
、
交
通
規
制
課
」
を

加
え
る
。

　
別
表
第
１
の
警
笛
の
項
中
「
別
図
１
」
を
「
は
別
図
」
に
改
め
、
同
表
の
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
の
項
及
び

注
を
削
り
、
同
表
の
別
図
１
中
「
別
図
１
」
を
「
別
図
」
に
改
め
、
同
表
の
別
図
２
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
訓
令
は
、
令
和
７
年
10月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。


